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果色の濃い促成栽培用ピーマン品種育成の取り組み

2005年、農業技術センターでは促成栽培
用に多収で果形が良く、トバモウイルス抵
抗性の‘トサミドリ’を育成しました（写
真１）。しかし、この品種は、県内で栽培
されている他品種に比べ、過繁茂時に果色
が淡くなる傾向がみられました。また、野
菜に関するマーケティング調査の結果、果
色の濃い野菜が好まれることも明らかにな
りました。

このため、‘トサミドリ’並の果形で収量

が多く、かつ促成栽培に適する果色の濃い
ピーマン品種の育成に取り組んでいます。

2006年から市販の濃果色ピーマン品種を
材料にして葯培養を行い、約100系統の再
分化植物を得ました。これらの果色を調査
した結果、‘トサミドリ’より果色の濃い
系統が多数得られました（写真２）。

今後、濃果色で果形が優れ、多収の親系
統を選抜し、F1系統を作出する予定です。
（園芸育種担当　細美祐子　088─863─4916）

写真２　葯培養で得られた果色の濃い系統

写真１　‘トサミドリ’の果実




